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北大水産業報

27(2)， 91-95. 1976. 

水中における Airbubble curtainに関すQ研究↑

1. 漁具への応用

(3) 流水中の魚群に対するしゃ断効果について

小林喜一郎本・五十嵐修蔵事・見上隆克*. 

菅原幸夫料・故岩崎寿一

Studies on the Air Bubble Curtain in Water 

1. App1ication for fishing gear 

(3) On intercepting e貸舵tupon fishes In Water current 

Kiichiro KOBAYAS田* Shuzo IGARASHI*， Takayoshi MIKAMI*， 
Yukio SUGAW且.RA** and the la七eJ uichi 1 WASAKI 

Abstract 

In the previous report， the intercepting effect of the air bubble curtain upon 
fish朗自前 instill water wa日measured. In this report， experimen臼 werefurther 
performed using carp (Cypr仇.uscαrpio) to measure the intercepting effect of the 
air bubble curtain this time expo舵 dωvariouscurrent velocities (4.5 cm/sec 
ω12.5 cm/sec). 
The efficiency of the air bubble curtain was found to be practically the same 
as when聞も instill wa ter. 

まえがき

著者の一人は，前報で、静水中の魚群に対するしゃ断効果について報告したり。それ以後，現在まで

実用化の試みや2川基礎的研究4)がなされているが，著者らも基礎的研究を継続しているので，本報

では，流水中の魚群に対するしゃ断効果について報告する。

実験装置および方法

装置と流水中の Airbubble curtainの様子

装置は，図1に示すように，小型回流水槽の一部を用い，実験魚の散逸を防ぐため，水路の2個所

に散逸防止網を設置した。この部分の大きさは，長さ lM25cm，幅 39cm，深さ 44cmで，水深は実

験中 35cmに一定に保たれた。

流水中における Airbubble curtainのおおよその様子は，次のようである O すなわち多孔管からの気

キ北海道大学水産学部漁業機械学講座

(Lahor，的 ryofMech側 icalEゆ叫eeri旬 forFishing， Fa仰 ltyof Fisheries， Hokkaido Universi勿)
林函館製網船具株式会社 (HakodαteSei飢oS，白砂uσ'0.，Ltd.) 
f前報まで， Air screenという言葉を用いていたが， Air bubble curtainという言葉が一般佑して
きたので，以下この言葉を用いる.
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泡群は図2に示すように.iitE水によって吹かれ角 。で下流側に曲げられながら上昇して水面に達する。

この気泡群による伴流は水面で，水平流となり ，それぞれ上流，下流に向かう。 そのため，①の部分

では平均流速 Vを小さくするように，③および③の部分では平均流速を大きくするように作用する。

また，流向の一定しない部分が①附近に生ずる。実験魚、は，流れに向かつて遊泳しているのが普通で

あるが，①の部分にいる実験魚は一定方向に向かつて遊泳していないことが観察された。なおこの伴

流については今後更に詳細に，測定 ・考察されなければならないが，)吋， たとえば気泡を出していな

い時の平均流速 5.4cm/secが①乃部分で 20cm/secに達することが測定された。 また，平均流速 V

と吹かれ角 eの関係は，総噴出空気1E，小孔径，小孔数などをパラメーターとして定まると考えられ
るが，本実験では平均流速 Vが 4.5cm/sec-12. 5cm/secの時，総噴出空気量が 51/minまたは 10//

mmで，吹かれ角 θは約 250.......約 35'であった3

Fig. 1. Arrangemenもofthe apparatus used in measuring the intercepting e百ectof the air 

bubble curも剖n.
A; Circulating water tank B; Plane net C; Perforated pipe 

Fig. 2. An example of air bubb!e curtain exposed旬、，vatercurrent. 

方法

前報で.Air bubble curtainは完全に魚群の通過を阻止することはできないが，回避できる通路の

ある場合には有効なしゃ断効果があることを述べた。

今回の実験では.Air bubble curtainの張つである部分とそうでない部分(通路)との割合 (Curtain

ratio)が，1:1，2:1， 3:1，平均流速 V (空気を噴出していない時)は 4.5cm/sec，9.1cm/sec， 12.5 
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cm/sec，また総空気噴出量は 5l/min，10l/minでそれぞれ行なった。

なお用いた多孔管は，鋼管長さ 390mm，外径 10mm，内径8mm，小孔径 1.1mm，

mmであり，送気方法などは前報と同様である。

小孔間隔 10

また実験;魚は，コイ (Cyprinuscarpio) 10尾，平均体長約 7cmのものを使用した。水温は実験中

を通して約 180Cであった。実験魚を追う場合， Air bubble curtainの上流と下流では，前述のように

状態が異なっているので，下流から上流に追う場合と，上流から下流に追う場合とを区別して実験を

行なった。

実験結果および考察

予備実験で，水槽の壁，光線その他の実験魚に対する影響は，手前側と向い側とで差のないことを

確かめたのち，向かい仮sにAirbubble curtainを張札前報と同様な方法で実験魚を追い， Airbubble 

curtain中を通過する尾数を測定した。結果は表1に示してある。

T晶，blel. The q叫側t陶 tiverelatio附 h勿 01:fi8hω evadi吋 theair bubble curtai叫仰dtho8e 
P酎 8i:ηgthrough it at 叩 rio秘8equipment co品ditio叫8.

Current 
velocity (cm/sec) 

4.5 

9.1 

Curt晶in
ratio 
lmowof 
晶ir(l/min) 

i 
5 

10 

5 

2:1 

10 

5 

3:1 

10 

5 

1:1 

10 

5 

2:1 

10 

5 

3:1 10 

No. of fishω 
Air curt品in日ide

2* 
7' 

。
4 

12 
10 

13 
9 

T 
17 

U 
T 

1 
6 

1 
3 

15 
13 

8 
s 

21 
n 

10 
10 
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ド品二官s1 Total 
98* 100キ

93' 100' 

100 100 
96 1ω 

88 1ω 
90 100 

87 100 
91 1ω 

93 100 
83 1ω 

88 1ω 
93 100 

99 1ω 
94 100 

99 100 
97 1ω 

85 100 
87 1ω 

92 100 
97 100 

79 100 
88 100 

ω 1ω 
ω 1ω 
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Table 1. (白ntinued)

。町eMlourMlFlowof
velocity (cm/sec) I r抗io 晶ir(l/min) 

5 

1:1 

10 

5 

12.5 2:1 

10 

5 

3:1 

10 

• driving direction again的色hecurren色
t driving direction with the current 

これについて考察すると，

oo  heB lNo ofa池田!
Air curtain side I Free side 

1 99 
2 98 

2 98 
2 98 

9 91 
6 94 

5 95 。 100 

10 ω 
11 89 

6 94 
4 96 

Total 

1ω 
100 

100 
100 

1ω 
1ω 

1ω 
100 

1∞ 
100 

100 
100 

1. 検定するまでもなく，回避できる十分な帽の通路がある場合. Air bubble curtainは，流水中に

おいても有効なしゃ断効果を有していた。なお以下の検定はが検定によった。

2. 実験魚を下流から上流へ追う場合と，上流から下流へ追う場合に差があるものと考えていたが.

結果は有意差が無かった。

3. 流速のしゃ断効果に及ぼす影響は，全体として.(1) 4.5cm/secと9.1cm/secの間に有意義なし，

(2) 4.5cm/secと12.5cm/aecの間は有意、差あり.(3) 9.5cm/secと12.5cm/secとの間は有意差あ

りとなっている。これも実験前の予想とは異なり，しかも 12.5cm/secと本実験中最も早い流速の

時にしゃ断効果が大きいような傾向にある。 これについて， それぞれの条件下での 18個の組み合

わせについて検定してみると，うち3個だけ有意差があり，全体としての検定にこれが大きく影響

しているようである。このことからみて，本実験の流速の範囲では，流速のしゃ断効果に対する影

嘗は無いとみる方が妥当であろう。

なお流速を大にして更に実験をする必要があるものと考えられる。

4. Curtain ratioがしゃ断効果に及ぼす影響については.(J) 1:1と2:1の場合，その差は非常に有

意である。 (2)1:1と3:1の場合もその差は非常に有意である。しかし. (3)通路の幅の変化する割

合が他の場合に比して小さいと考えられる 2:1と3:1の場合には有意差はない。

なおCurtainratioが吏に大きくなり，たとえば 5:1のような場合には，しゃ断効果は悪くなること

が指摘されている叫
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